
 
  
 

 
 
 

 
１０月９日（月）、４年ぶりに大阪城ホールで開催された「大阪メチャハピー祭」で、

5・6年生が見事に、「学び座賞」の栄冠を勝ち取ってくれました。 
５・６年生にとっては、これまで経験したことのない大舞台での演舞ということで、

おそらくは、緊張でいっぱいだったと思いますが、その中で、これぞ「梅小ソーラン」
と思わせてくれる堂々とした踊りにより、会場を感動いっぱいにしてくれました。 
そして、出場４８チームの中で、ファイナリストとして選ばれた８チームの頂点とな

る「学び座賞」の受賞が決まった瞬間、歓喜の大歓声が大阪城ホールに響き渡りました。 
 「学び座賞」の受賞は、一人では成し得ない偉業であり、そこには梅小のみんなの思
い、仲間との「絆（きずな）」、そしてそれを支えてくださっている保護者・地域の方々、
さらには、これまで24年間もの長きにわたって伝統を受け継いでこられた先輩方のご
支援・ご協力があってこその賜物だと思います。 
梅小ソーランとしては、今回が最後の出場となりますが、梅小のみんなには、様々な

体験を積み重ねる中で、これからも一歩一歩成長していってほしいと思っています。 
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１２時３０分に大阪城ホールの噴水前に集合し、ウオーミングアップとしての踊りを１回行いました。 

そして、午後４時３０分からは、いよいよ、「大阪城ホール」での演舞です。約１２０人で踊る 「梅小ソーラ
ン」は、圧巻 （あっかん） そのものでした。 

言いようのない緊張感の中でしたが、今までの練習の成果を発揮して、５・６年生は、一生懸命踊ってくれ
ました。堂々とした踊りに、会場から盛大な拍手をいただきました。 

ファイナルステージの前には、大
阪府のマスコットキャラクター「モ
ズやん」も登場してくれました。 

そして黒川実行委員長の御挨拶の後、審査発表。「学び座賞・・・、寝
屋川市立梅が丘小学校！」 のアナウンスに、みんなが声をあげ、ガ
ッツポーズて喜び合いました。今までの努力が報われた瞬間でした。 

ファイナリストとして選ばれた８チームの頂点として、「学び座賞」を受賞し、出場した４８チームと観客のみ
なさんの前で、再び踊ることができました。やり切った５・６年生の顔は、とても輝いていました。 

その後、「ツイン２１」に移動し、２チーム（５年生・６年生それぞれ分かれて）の演舞を行いました。ツ
イン２１の１階から４階までの吹き抜けの大空間に、５・６年生の大きなかけ声が響き渡りました。 


